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「平和的で責任ある政府が樹立されたとき、連合国の占領軍は、直ちに日本国から撤退しなければならない。」ポツダム宣言 
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●随想  

最近想うこと 

秋山喜作（草の根運動運営委員） 

 
 夏も秋口へと変わり始め、涼しい朝夕となり、夏の疲れも癒される季節 

となりました。 

 外国では、シリア、中東、アフリカ、内戦紛争、難民、テロ等で、国の 

方針を決め兼ねている様です。世界一極の時代から多極へと変わり始めて 

いる模様。経済も景気は下向きで財政問題も悪化の様子。教育、異常気象、 

紛争、飢え、難民、子供の正常でない状態、病気、食料、災害、人道上の 

問題等、国連での手だてがつくされていますが、独立、真の平和の基礎の 

上での解決が望まれています。                     秋山喜作さん 

 国内では、安倍内閣の右傾化、日米「安保」体制強化、陸海空軍の日米一体化、地球の裏

側までの自衛隊の派兵（「ＰＫＯ」＝非軍事と称して）、原子力空母横須賀母港使用、沖縄・

日本全国各地でのオスプレイの配備と訓練があります。基地撤去の闘争がだいじです。日本

国は世界、アジアなどで平和外交をするときです。 

安倍内閣は、正しい歴史認識、侵略戦争の定義と日本国憲法の平和的民主的原則を守るこ

とを否定し、九条改定をもくろんでいます。このような危険な自民党政治は、立憲主義の憲

法である筈の憲法（憲法 96 条、三分の二条項【国民投票法】99 条）を否定しています。 

経済、外交、教育改悪、雇用、労働も大企業、多国籍企業ベッタリ、働き方の全面的改悪、

低賃金、無権利、社会保障福祉改悪、生活保護のさく減、子育て、青年、婦人、障害者への

力の入れ具合がたりません。介護の現状！税制＝消費税増税に反対です。導入後を検証が必

要です。核兵器のない世界を実現しよう。核兵器全面禁止、使用禁止条約を結ぼう。原発の

再稼動反対です。福島の原発事故の検証がなされていません。汚染水の問題、ＴＰＰ、財政、

権利の問題、諸問題で政府（内閣）と国民とのギャップがあります。税金のとり方使い方を

考えましょう。 

 国民はおかしい事には声を出し、発言し、行動をもって、いろいろな選挙などの制度を通

して、要求を実現して行きましょう！ 声を大にして立ち上がりましょう…！ 

2013 年９月 27 日 （湯河原・全日本年金者組合小田原支部） 

 

 


